
 

 

 

 

 

 子どもたちの登校を迎えるため、毎朝、正門に立って挨拶をしています。今年で４年目になります

が、子どもたちの挨拶の仕方はそれぞれです。「わたしより先に挨拶する子」「笑顔で元気なあいさつを交

わす子」「恥ずかしそうに小さな声で挨拶する子」「会釈だけする子」「うつむいて通り過ぎる子」「友だち

との会話に夢中で挨拶を忘れている子」などです。中には泣きながら登校したり、何かに怒りながら登校

してくる子もいます。本号では、挨拶の重要性や習慣化について述べてみます。 

 

               最近、家庭の中での挨拶が減っているという話 

を聞くことが多くなりました。また、半強制的・ 

義務的な挨拶に意味があるのかという意見を聞くこともあります。 

学校では、児童同士、児童と教職員がお互いに元気な挨拶を交わすことを推進しています。学校の４月

の生活目標は「元気なあいさつをしよう」です。今更ですが、お子さんが「なんで挨拶や返事をしないと

いけないの？」と聞かれた時に、咄嗟にいくつか理由が言えますか。挨拶が大切な理由として、 

 

○ 挨拶すると会話しやすくなり、好ましい人間関係のきっかけとなります。 

○ 挨拶は「あなたを認めています」というメッセージです。挨拶を返してもらう体験は、子どもに 

とって「認められた」という自信になり、自己肯定感を育みます。 

○ 明るい挨拶は、場の空気を和ませる効果があります。また、相手に安心感を与えます。 

○ 明るく元気な挨拶は、相手の第一印象をよくします。 

○ 自分から挨拶する習慣は、積極性や社交性を養います。また、挨拶をすることで前向きな気持ちに

なります。 

○ 地域の方と挨拶を交わすことで、地域社会の防犯力を高めます。 

 

 挨拶の語源として、挨(あい)には「心を開く」という意味があり、拶(さつ)には「心に近づく」という

意味があります。つまり、挨拶とは「自分の心を開くことで、相手の心を開かせ、相手の心に近づいてい

く」という素敵な行為なのです。 

 また、こんな話があります。プロ野球選手として有名なイチロー選手は、小学生に「どうして挨拶しな

いといけないのか教えてください。」と質問を受けたそうです。イチロー選手は「挨拶は人への敬意だと

思う。挨拶をしなくても野球はできるけれど、社会に出たらそれではだめだよ。社会は自分一人で生きて

いるのではない。もちろん自分を大事にすることも大事。でも自分以外の人を大切にすることも大事。人

への敬意は野球選手としても１人の人間としても大切なことだよ。」と語ったそうです。 

 

 

 

「親の品格」の著者の板東眞理子さんはその著書の中で、「あいさつから始めよう。あいさつは相手を

認め、相手を尊重し、相手と友好関係を結びたいという表明であるから、あいさつしても無視されるのは

大変辛いものだ。また、家族の間のあいさつが習慣になると、自然に近所の人や顔見知りの人にあいさつ

ができるようになってくるが、家庭でのあいさつができなければ、なかなか他へは波及しない。」と述べ

ておられます。では、子どもたちの挨拶を習慣にするには、 

○ 家族で話合いを行い、必ずする挨拶を決めること 

【例】 朝起きたら「おはよう」 食事のときは「いただきます」「ごちそうさま」 

    学校へ行くときは「いってきます」 学校から帰ったら「ただいま」 

    寝るときは「おやすみなさい」 

○ 保護者や教職員が率先して挨拶をすること 

保護者や教師は子どものロールモデルです。保護者のことを見て真似しますので、ご家族だけで
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挨拶の大切さ 

挨拶の習慣を身に付けるために 



はなく、隣人や知り合いなどに会った時には、元気に挨拶してお手本を見せましょう。保護者が率

先して挨拶する様子を見ているうちに、挨拶することが自然なことと認識できます。 

○ 挨拶ができたときは褒める 

    「笑顔で元気よく挨拶できたね」と親から褒められることで、子どもはまた今度挨拶しようとい 

う前向きな気持ちになります。 

○ 無理強いはしない 

    「勉強しなさい」と一緒で、「挨拶しなさい」と子どもに言うことは、子どものモチベーション 

   を下げ、主体性をなくす可能性があります。 

○ 動作とセットにする 

「ドアを開けたら挨拶」「人とすれ違ったら挨拶」「椅子に座る前に挨拶」など、何かの動作と挨

拶をセットにすると習慣化しやすいです。 

 

 

  学校でも６月の「絆を深める月間」や１１月の「心かがやけ月間」に全校で挨拶運動を展開していく 

予定です。 

子どもたちの挨拶を習慣化し、「自分から」「笑顔で」「相手の目を見て」挨拶ができる子どもたち 

に育ってほしいと思います。 

 

 


